
地域の声を市政に届け、一刻も早い「まちづくり」を明示
松政クラブ　会長　三　島　良　信

元旦の夕方に石川県奥能登を中心とした大きな地震が発生しました。多数の家屋が損壊し、大規模火災も発生
するなどで、多くの皆さんが犠牲となられました。被災された皆様に哀悼の意を心に懐きます。また、災害対策に
当たられた方 に々も感謝と尊敬を感じます。
殊に、松江市の姉妹都市であります、珠洲市の壊滅的被害の状況をテレビ等で視聴するたびに涙が溢れます。
現地の一日も早い、平穏な生活が出来ます様ご祈念すると共に、国家をあげての対応が望まれます。
さて、早いもので、私たち議員の任期も残り少なくなりましたが、会派メンバーは各人が目標を持ち松江市政に
参画し、真摯に取り組んでまいりました。執行部が描いている政策を具体的行動に移すのに時間が掛かり戸惑い
を感じています。世の中の変化が急激な今、常に方向を見誤らない様に行政運営を進めなければなりません。人
口減少も予想よりも早く進んでいます。
｢まちづくり」 の根幹である土地利用の計画をはじめとする諸問題を解決し、思い描いている構想を市民の皆さ

んに早く明示し協力を求めなければなりません。一方、「地域の思いや声が伝わりにくいのでは」と心配をしています。
｢まちづくり」は市民の皆さんと共に歩まなければなりません、任期残り 1 年ですが力強く進めてまいります。市
民の皆さんのご指導ご協力を賜りますようにお願いいたします。 令和6年3月記
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令和5年8月16日～18日

◎国会議員要望を行いました。
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一畑バス、 交通局とも運転士不足が喫緊の課題となってい
る。 重複する路線や乗降客数の少ない路線を見直し、市民
の交通手段の確保のため、現在策定作業中の地域公共交通
計画の検討において議論を深める。AI デマンドバスは､令和
6 年度は八束地区での継続運行に加え、大野・秋鹿地区で
試験運行を開始する。今後、運行エリア拡大は、各地域の
関係者と連携し状況を見極め検討を進める。

一畑バスの市内路線が減便となったが、 市営バスの運行状
況はいかがか。 運転士不足、採算性等の問題がある。同じ
路線を各社が連なって走っている。 合理的な市民の交通手
段として、官民挙げて解決方法を考えていく時期が来たの
ではないか。また、 AI デマンドバスの運行を切望されてい
る地域もあるが、試験運行してはどうか。

●市内の路線バスとAIデマンドスの運行について
●コロナウイルス感染症について
●松江水郷祭花火大会について
●公営ガス事業の民営化について
●松江市総合体育館改修について
●島根原子力発電所関係について
●公民館職員の処遇改善について
●他４件

令和６年度の予算編成の特徴と財政上の課題を伺う。
特に歳入の中で、繰入金が前年比１５．９％増となっており、
そのうち財政調整基金は繰入金の５４％を占めているが、積
戻しの予定があるのか、財政健全化についても伺う。
本市の歳出予算の増加に対して、市税や地方交付税を始め
とする歳入予算が追い付いていない状況にあり、この状況
が長期化すれば、財政調整基金を積み戻す原資となる決算
余剰金を捻出できないことから、国の地方財政対策の動向
を注視しつつ、職員配置の最適化による人件費の抑制、デ
ジタル技術を活用した業務の効率化、スクラップ＆ビルドの
徹底、公共施設の適正化を始めとする歳出改革に不断に取
り組み、財政の健全化を確保する必要があるものと考えて
いる。

●令和６年度の施策方針と財政課題について
●各計画の結論時期について
●「（仮称）殿町プロジェクト
　マンション棟」の計画について
●タクシー不足問題について
●能登半島地震の被災状況から見た
　本市の防災の考え方について
●黄泉比良坂を市の資源として
　活用する考えはないか
●他３件

国一律の制度となるよう国・県に要望する就学前の子どもの
医療費は県より 2 分の 1 の補助を受けている。 小学生につ
いてはしまね結婚子育て市町村交付金として小学生医療費
助成予算額の 17% の助成となっている。 また、 実績により
交付金の返還が生じる制度となっているため安定的に運用す
るには県と市町村の財政負担が均等となる制度にすべきと考
えている。 県には引き続き要望していく。 国の支援措置には
子ども医療費助成にかかる制度はないが本来、地域間格差
が生ずることがないよう国の責任において実施すべきと考え
ており、全国一律の制度として要望していきたい。

子ども医療費助成制度は国で統一的な制度になっておらず、
都道府県の要綱に基づき補助しているのが現状で、各都道
府県市町村ごとで制度が異なっている。 国、県の支援制度、 
問題点について市長の所見を伺う。

公債費比率を中核市並みに下げることを求め、 計画以上の
繰上償還を行い投資的経費が抑制されてきた。 今後の繰上
償還、投資的事業、人件費など経常経費の増加に対する
考えを伺う。

●子ども医療費助成制度の概要と財源内訳について
●副市長交代について
●観光振興について
●公共財産の利活用について
●公共交通の再整備計画について
●農林水産業に対しての松江市の
　対応について
●他 3件

公共施設の適正化やデジタル化による業務の効率化などの
財政健全化策を講じるとともに、 有利な財源の活用を通じて
基金の積み増しに努め、機動的な運用に対応できる財政基
盤を確保する必要がある。 また、繰上償還については今後も
地方債の新規発行と償還のバランスを確保し､投資的経費は
今後 5 年間の普通建設事業において一定規模の事業費を積
みあげている。 経常経費については職員の適正管理、 公共
施設の適正化、自主 財源確保のためのネーミングライツな
どの取り組みを強化したい。

●中期財政見通しについて
●来年度予算編成について
●市長の市政運営、議会との関わりについて
●市長の海外出張の成果と効果について
●中海振興と水質改善について
●松江市公共交通計画について
●殿町のマンション建設について
●他３件
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交通政策について
　2024問題で発生している運送業の運転手不足は、路線バスや
高速バスの運転手、タクシー運転手にまで波及し全国的な問題と
なっています。松江市においても過去には公務員給与のままで交
通局の運転手給与が決められていましたが、民間並みの給与とな
るよう改正されました。しかし、徐々に運転手不足が加速し、給与
体系を変えざるをえず現在の状況になっています。それでも運転
手が確保できず今回路線の廃止、見直しが行われています。
　松政クラブとしてはやはり松江市の「まちづくり」を進め、きち
んと拠点を定め、拠点同士が連携するバス路線を構築しなければ
ならないと考えます。そうした中、拠点にバスターミナルを設置し
拠点でバスに乗車すれば松江市内どこにでも行けるような路線を
形成しなければならないと考えます。さらに一つは10分おきにバ
スが来て気軽に街歩きが出来る循環バスシステム、タクシー不足
に対応するAIデマンド方式のバス、タクシーが郊外だけでなく、旧
市内でも運用できるよう取り組むべきと考えます。また、タクシー
の宍道湖中海圏域での自由運行などもタクシー不足の解消が見込
めるのなら提案するべきと考えています。
　私たちは少しでも市民の皆様の利便性が向上するよう会派とし
て働き掛けていきます。

令和６年度市長要望
重点要望事項
１．山陰新幹線・伯備新幹線整備を鳥取県や岡山県と連携して、要望活
　　動を絶え間なく覚悟をもっての取組
２．土地利用計画の作成、都市計画税に代わる財源確保
３．国の原子力安全対策補助金の活用を最大限努力
４．８の字ルートの実現に向け積極的な取組
５．国土強靭化計画に掲載事業の確実な執行
６．大橋川改修事業の早急な推進
７．全ての計画事業の取り組みが遅い執行部との信
　 頼関係が薄れている今後の執行部の対応に留意
８．「まちづくり」で、県立プール・ホテル宍道湖跡地、
　 松江城大手前、殿町再整備等の速やかな推進

　 ※その他47項目にわたって要望いたしました

松政クラブだよりに記載した以外の、
主な活動については、
ホームページでご確認ください。

検索松政クラブ

上定市長 三島良信会長


